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写真1（a）一（i）　2003年8月4日に埼玉県さいたま市周辺で都市の上空に発達した積雲．
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第1図　（a）衛星Terra／MODIS画像（2003年8月4日10：35JST）；（b）衛星Aqua／MODIS画像（同12二10JST）．
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観測点からの地上のランドマーク
が見える．

　　　　　　：大宮ソニツクシティ

8月4日の写真から下部のみを切り取ったもの．
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中央奥にさいたま新都心のビル，左寄りに大宮ソニックシティのビル
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カラーぺ一ジ 304：208：109（ヒートアイランド；積雲）

写真観測と衛星で捉えた都市に出現する対流雲＊

井　上　忠　雄＊1・仲　田　伸　也＊2・寺　島 司＊2・木村富士男＊3

　2003年の夏季（7月下旬から9月上旬）の晴天日に
おいて，都市と郊外の空をデジタルカメラによって連
続撮影した．観測期間中の2日間において，隣り合う郊
外には出現せず，都市の上空にのみ出現する対流性の
雲の時間変化を捉えることができた．2003年8月4日
の事例を紹介する．

　Inoue　andKim皿a（2004）は，11年間の衛星NOAA
の画像を用いて，夏季晴天日の関東平野における下層
雲の出現頻度を調べ，郊外に比べて都市域で下層雲の
出現頻度が高いことを示した．特に埼玉県さいたま市
付近で都市と郊外の下層雲の出現頻度差が顕著だった
ことから，同市周辺を観測対象地域に選んだ．カメラ
は同県の富士見市役所近くに設置し，その東北東に当
たる“さいたま新都心”を中心に据え，南は浦和，北
は大宮が入るように水平画角をセットした（第1図に，
観測点の位置を黄色い丸，おおよその画角を実線で示
す）．

　写真1は上記観測点からデジタルカメラで撮影した
ものである．さいたま新都心は画面中央奥の下側に位
置する．視程が良くないため新都心のビル群が確認し
にくいので，地上のランドマークを写真2に示す．撮
影は日の出前から日没後まで，インターバル機能を用
いて2分間隔で行った．その中から，雲の状態に変化
のあった時問の写真を中心にピックアップした．

　この日は6時～8時頃まで層積雲に覆われていた
が，8時30分頃から9時30分頃までは良く晴れ，雲が
まったく見えなくなる（写真1a）．
　9時30分過ぎから新都心付近の上空に小積雲が出現
する（写真1b）．一方，観測点付近の上空には積雲は
存在していない．写真1cは10時36分のもので，依然
として小積雲が都市の上空にのみ出現している．

　雲は地上の1点から見ただけではその位置を判断す
ることは難しい．第1図aは，写真1cとほぼ同時刻
（10時35分）に観測された衛星Terra／MODISの可視
画像（解像度250m）である．緑色は植生の豊かなとこ
ろ，灰色は都市域を示していると考えられる．観測点
の東隣に，荒川を含む植生の多いくさび型の地域があ
る．さらにその東に，さいたま新都心を含む，JR高崎
線および国道17号線沿いに発達している都市域が，南
東から北西に延びている．観測点付近には雲がまった
く存在せず，都市域に沿って積雲群が存在する．この
ことから，写真1で見ている積雲は，都市上空に出現

しているものであると断定できる．この時の
AMeDAS地上風系を見ると，平野中央は静穏であっ
た．一一方，房総半島は比較的強い南西風に覆われ，ロー

ル状対流によって生成したと考えられる雲が見られ
る．

　さらに時問を追って見ていくと，都市上空の積雲は
10時46分頃（写真1d）から発達を始める．11時16分（写
真1e）では発達がより顕著になり，11時32分頃（写真
1f）には雄大積雲へと発達していく．12時10分頃に見
かけの雲頂高度が最も高くなり（写真1g），その後，
徐々に衰退し（写真1h），14時近くなると積雲は完全
に消滅する（写真1i）．

　第1図bは，写真1gと同時刻に観測された衛星
Aqua／MODISの画像である．第1図aと比較すると，
雲の出現位置はあまり変化しておらず，鉛直方向に発
達していることが分かる．

　雲の発達過程とその出現分布などから，以下のこと
が推測される．人工構造物で覆われた都市域では地表
面温度が高くなり，対流が活発化して，混合層が厚く
なる（Hjelmfelt，1982）．一般に，混合層内では比湿が

ほぼ鉛直一様で気温は上ほど低くなる．そのため，郊
外より混合層が厚くなった都市上空では水蒸気が飽和
に達しやすく，雲が生じたと考えられる．
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